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（午前１０時００分） 

◎開会・開議会宣言 

○議長（小原 仁君） 皆さんおはようございます。 

ここ二、三日の寒波は異常なような状況でありますので、皆さん体調崩されないようにお願いし

たいと思います。 

また新型コロナウイルスの感染レベルが２類から５類にという報道もあります。通常のインフル

エンザ並みの大感染レベルというふうに聞いておりますが、室内でのマスク着用も特別な場合を除

いて、マスクの着用が緩和されるという報道もあります。 

これからいよいよ我々自身で感染対策に向き合っていかなければならないというふうに思います

ので、皆さんひとつ、自分自身の判断で対策を立てていただきたいというふうに思います。 

それではこれより令和５年第１回枝幸町議会臨時会を開会いたします。 

出席の状況についてご報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は 12 名全員でございます。定足数に達しますので会議は成立をいたします。

それでは議事日程に従いまして、本日の会議をとり進めさせていただきます。 

 

（開会 １０時０２分） 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

10 番村上守義議員、11 番秋川祥雄議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会期の決定についてお諮りをいたします。 

本臨時会の会期は、本日１日としたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日の１日と決定いたしました。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 行政報告を行います。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

〇町長（村上守継君） おはようございます。 

本日は、令和５年第１回枝幸町議会臨時会の開催をいただき、誠にありがとうございます。 

本臨時会につきましては条例案件が１件、補正予算に関する議案１件をご提案申し上げておりま

すので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

はじめに町内における新型コロナウイルス感染の状況についてご報告します。 

 

12 月上旬以降、北海道全体では新規感染者数が減少傾向にありましたが、宗谷管内では感染者が

急増し、中旬には１日の感染者数が 161 名と過去最高を記録しました。 
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 枝幸町においても年末年始にかけて人の動きが活発化したこともあり、公表されてない方を含め

ると多くの方が陽性者となっていることを確認しております。 

 特別養護老人ホーム歌翠園においては、12 月 24 日に入所者１名の感染が確認されたことを皮切

りに、感染者が急増し 12月 28 日にクラスターの認定となりました。１月９日までに職員 23 名と入

所者 36 名の合計 59 名の方の感染者数となっております。 

 町といたしましても、随時関係機関と連携を図り情報の共有を行いながら対応してきております。

なお、１月９日以降は感染者が発生せず、１月 22 日をもってクラスターは収束しております。 

 次に国保病院においては、１月15日から20日までに入院患者14名の感染が確認されております。

１月 17 日に、こちらもクラスターの認定となっております。現在、稚内保健所とも連携の上早期収

束を図るため、感染拡大防止に全力で取り組んでおりますので、ご理解とご協力をお願い申し上げ

ます。なお、外来診療体制に関しましては通常通り継続しております。 

 入院患者ご家族の皆さん、さらには町民の皆さんにはご心配やご不便をおかけしていることに対

し大変申し訳ないと思っております。 

 次に、昨年 12 月の暴風雪・大雪への対応と被害の状況についてご報告いたします。12 月 22 日午

後６時 11 分、枝幸町に暴風雪・大雪警報が発表されました。 

 その日の昼ごろから 0℃以上の気温が続き、湿った雪と強風、大雪の影響による停電も懸念され

る中、警戒を強めていました。夕方からは風速 10 メーター以上の強風となり、枝幸地区では 23 日

に風速 15.2m、23 日 0 時からの 12 時間降雪量は 30cm を記録しております。 

 最初の停電は 22 日の夜中に岡島地区などで発生し、いったんは復旧しましたが、翌 23 日朝から

は岡島地区以南で、さらに昼過ぎには歌登地区の一部で停電となりました。歌登地区は夕方までに

復旧しましたが、北海道電力へ確認したところ、特に風烈布と音標、上音標地区は雄武方面からの

送電となっているため、オホーツク管内の復旧作業の難航により停電の解消に時間がかかる見込み

とのことでありました。 

 停電が夜間に及ぶ可能性があり、悪天候により職員が現地に向かうことができないことから、自

主避難所の開設に向け、岡島地区以南の各自治会に避難が必要な住民の状況を確認し、山臼と風烈

布の各自治会においてコミュニティセンターを開放していただきました。 

 24 日朝方までに風烈布コミュニティセンターに７名の方が避難されております。 

また、宗谷総合振興局長から、停電の長期化や広域での被害発生を受け、国において枝幸町を含

む２市８町に災害救助法を適用するとの連絡があり、町では停電の長期化等に備え、23 日午後 9時

30 分に災害対策本部を設置しました。 

 暴風雪などの警報は 24 日朝方に解除され、天候の回復を見て停電が継続している音標など４地区

に職員を派遣して、同日の正午までに避難所を開設し、うち風烈布と音標地区で合わせて８名の避

難がありました。 

 停電の復旧に応じて、乙忠部、風烈布、上音標地区は同日夜までに、音標地区は翌 25 日昼に避難

所を閉鎖しております。停電発生から２日以上たった 25 日昼頃には、最後の音標、上音標地区が復

旧し、その後、避難所などの対応を終えた午後２時に災害対策本部を廃止いたしました。 

 

このたびの暴風雪などによる人的被害は確認しておりませんが、施設等の被害では、牛舎屋根崩落

や海砂によるホロナイポ川の河口閉塞、歌登パンケナイなど町道５路線で倒木による交通障害や道
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路標識柱の折れ、三笠山スキー場のリフト８基が強風による損傷、町内全域における 300 件近くの

情報通信ケーブル断線などを確認しております。特に情報通信ケーブルの被害は約 3,000 万円と大

きなものでありますが、町内電気事業者の全面的なご支援をいただき、一般家庭用については優先

的に修理を行い、昨年末までにほぼ終了しております。 

 今年に入ってからは、事業用建物への引込修理を行い、現時点の断線に対する復旧状況は全体の

９割強となっております。なお、今月中に町内全域の現地調査を完了し、光ファイバーケーブルの

架設不良の修復や出力レベルの調整などテレビ視聴に影響がなかった箇所へ作業を移行してまいり

ます。 

 町民の皆さんにはご不便をおかけしておりますが、どうかご理解をいただきたいと存じます。 

以上申し上げまして、行政報告といたします。 

〇議長（小原 仁君） 以上で町長の行政報告が終わりました。 

───────────────────────────────────────── 

◎日程第４ 議案第１号 

〇議長（小原 仁君） 議案第１号枝幸町公衆浴場条例を廃止する条例についてを議題といたしま

す。提案理由の説明を求めます。 

 町民課長 

（町民課長阿部勝義君 登壇） 

〇町民課長（阿部勝義君） 議案書１ページをお開き願います。 

議案第１号 枝幸町公衆浴場条例を廃止する条例について。 

 枝幸町公衆浴場条例を廃止する条例を次のとおり制定する。 

 令和５年１月 23 日提出 枝幸町長。 

 提案理由をご説明いたします。枝幸町公衆浴場はまなすは、平成 13年に町内２軒の公衆浴場が廃

業したことに伴いまして、自宅に内風呂のない世帯を中心に要望を受けて建設し、平成 14 年８月の

営業開始から 20 年余りが経過しております。 

 現在は自宅に内風呂がある家庭の増加などから、当初の計画していた利用人数を大きく下回る利

用状況となっております。こうした状況の中、現状の人口減少と将来を見据えた総合的な判断から

令和５年３月 31 日をもって廃止するものでございます。 

 廃止後、これまでご利用いただいた皆様につきましては、ホテルニュー幸林を代替施設としてご

利用いただき、また自宅に内風呂のない町民の皆様については、コミュニティバスの利用や新年度

からは、新たな送迎事業によりまして、移動の利便性向上と加えてコミュニティバスの運行時間見

直しによりまして、ホテルニュー幸林に滞在時間を増やすなどの対応を実施してまいりたいと考え

ております。 

 以上、提案理由の説明に代えさせていただきますので、ご審議の上、ご決定くださいますようお

願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君）以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。ございませんか特に。よろしいですか。 

 はい、４番徳保議員。 
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〇４番（徳保喜幸君） はい。この問題につきましては、町民生活に非常に関係する非常に大きな

問題と捉えておりますけども、なぜイオス放送がはいる定例会ではなくて、この臨時会でこれが上

程されたのか、その部分のお考えをお聞きしたいと思います。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

当初は３月を予定してございましたが、先程申し上げましたとおりコミュニティバスの運行の時

間の見直しですとか、新たな送迎事業、これ今、デマンド交通をやってる事業者さんと内部的な打

ち合わせをしたんですけども、３月の判断になると、人的な確保は難しいということもあってです

ね、１月の臨時議会に提案をさせていただき、議会の正式な決定をもってですね、新年度以降の交

通の状況をしっかりと確保するという観点から、１月の臨時会の提案とさせていただきました。 

以上でございます。 

〇議長（小原 仁君） ４番徳保議員 

〇４番（徳保喜幸君） 今日であったという理由については今の説明で納得します。 

これまで常任委員会で説明がされ、それで９月定例会、12 月定例会でお２人の議員さんから一般

質問もあったんだというふうに、その中での議論もお聞きしておりますけども、また今の提案説明

の中でも当初は 50 人以上の１日の利用者があった。それが内風呂のない世帯が減ってきた、それか

ら人口減少によって今は利用人数が想定よりも少なくなっていると。そういった観点から廃止をす

るんだということでありますけども、私は街の中に、歩いて行ける距離の所にこの公衆浴場がある

というのが利用される方にとってですね、いいことだろうというふうにも思います。 

 枝幸町は漁業の街ですから、やっぱりその仕事終わりに入浴をしてさっぱりするということが公

衆衛生的にも重要なんだと思いますし、その内風呂があるなしに関わらずですね利用されてる方も

いるんだというふうにも思います。 

 そういった部分についてですね内風呂以外の内風呂があるなしに関わらず利用してる人のことっ

ていうのは、考えなかったのかどうかお聞きしたいなと思います。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えします。 

これまでも８月の下旬に所管常任委員会に説明を申し上げて、９月に一般質問１名の方からして、

12 月に１名の方から、これまでの議論については議員もご承知のとおりだというふうに思いますけ

ども、昨年の 12 月の一般質問の中でもお答えさせていただきましたが、コミュニティ活動の場で、

そこを利用してる方、そこも 22 世帯の方のところには私の方で内風呂のある方ない方を含めて聞き

取りをさせていただいております。そこに配慮した形でですね、今回そういった意見の中では幸林

荘行っても１時間、今のあのコミュニティバスの無料運行では１時間２分しか滞在時間がないと、

そういったことでゆっくりお風呂にも入れないよと、それは内風呂ある方ない方含め、含めての話

ですけども、そこを今回やはりそういった意見をいただきながら、内部的には新年度からまだ決定

ではございませんが、４月からは２時間２分程度の滞在時間を設けることができるようなコミュニ

ティバスの運行の見直しも予定されていると、内部的な調整がついてということで、全く内風呂な

い方のコミュニティ的な利用を無視しているという決断ではございません。これまでの議論も踏ま

えながらですね、やはりはまなすだけではなくて、今後、今の人口減少と将来見据えた中ではやっ

ぱり町が保有している公共施設全体については見直しをしていくと代替施設のあるホテルニュー幸
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林という代替施設があるところについては町民皆さんのご理解とご協力を持ってですね、そちらを

ぜひ使っていただくような形で考えているということでございますので、その思いとして理解をし

ていただきたいというふうに思います。以上です。 

〇議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

〇４番（徳保喜幸君） ホテルニュー幸林が代替施設としてあると、送迎についても考えるんだと

いうことでありますけれども、その送迎の部分コミュニティバスを使うんだということですけども、

滞在時間を今２時間２分に延ばすというような利用方法だということですけども、１日何便程度そ

れが運行される予定なのかというのがちょっと見えないもんですから、利用される側の人たちも非

常に不安があるんだろうというふうに思うんですけども、その中身もう少し、送迎システムの中身

をもう少しをお話いただけますか。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えします。コミュニティバスについては議員

ご承知のとおり、これまで枝幸市街行きの３便、これがニュー幸林に今まで１時頃ですか着く便で、

歌登市街行のものが枝幸の町内を回ってニュー幸林で下ろしてからってそれが１時間程度の滞在時

間だったと、幸林荘を経由するのはコミュニティバスはこの１便です。これは平日土日祝祭日も含

めて運行する便となってございますので、月曜日から日曜日まで１回は往復できるという。この聞

き取りの中ではあの、そこの滞在時間が１時間２分でございましたので、高齢者が入浴するとなる

と、そこの時間が短いというふうな形もあって先ほど言ったような時間を延ばす対策で、先ほどの

提案理由でも申し上げましたが、新年度からは１便、送迎に特化した便を増やす予定でおります。

これは私どもの所管の方でやらせていただきますが、ここはですね、コミュニティも大事ですけど

も、まず内風呂のない方がどの時間帯が一番利用しやすいのかと、このコミュニティバスの時間延

長したものの他にですね。多分夕方が一番いいのかと思いますけども、そこはまず内風呂のない方

に風呂のない方の意見を先に聞かせていただいて、その上でですねしっかりと時間設定をしていき

たいというふうに思っております。 

ですから幸林荘に行く分については月曜日から日曜日まではコミュニティバスで１便で、今考え

ている新たな送迎は月曜日から土曜日まで１便の夕方を想定しますと１便増便するという形で考え

ております。以上です。 

〇議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

〇４番（徳保喜幸君） 今までは街の中にはまなす湯があって歩いて行けたのが、幸林荘という幸

林ということになりますとやっぱり歩いていくには、特に高齢者の方々非常に距離があるというこ

とで、やっぱり送迎がなければ無理なんだろうというふうには思ってます。その昼の時間に行ける

人もいるんでしょうけど、やっぱり多くの人たちっていうのは夜行かれるのかなというふうに思う

んですけどもその夜の時間帯の部分についてもしっかり考えるということで認識してよろしいです

か。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただ今のご質問にお答えします。 

前に時間割でどの利用時間を使えますかっていうところでは、やはりはまなす３時から時間がち

ょっとあるんですけども、一番湯に入る方が多いので、３時４時５時が一番多いんですけども、そ

ういった形ではコミュニティバスの方でカバーできるのかなと、先ほど来お話しているとおりやは
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りまずお風呂のない方のがいつ入れるのかって、今までのライフスタイル生活のサイクルで、まず

そこの聞き取りをまずさせていただいてその中で、あの前にあった利用の時間帯の多いところをお

示しをさせていただきたいなというふうに考えております。 

 10 人いれば 10 人自分の生活の今までのリズムによって入る時間帯ってのは聞き取りの中でも違

います。例えば、パート行って帰ってきてからご飯食べてから入りに行く人もいれば、夕方終わっ

てすぐ行く、あるいはその寝る前に入って就寝するっていう方もいるので、そこ全部のご意見をの

み込むのは多分難しいと思いますので、先ほど言ったような方式でですね、一番利用できる、その

前提となるのは自宅にお風呂のない方の利用時間をまず優先して、考えさせていただきたいなとい

うふうに思っております。以上です。 

〇議長（小原 仁君） ４番徳保議員 

〇４番（徳保喜幸君） 車の利用できる方であればですね、自家用車で行かれる方であれば幸林で

あっても全然問題はないのかもしれませんけど、徒歩でやっぱり行かなきゃならない人の部分です

ね、やっぱりしっかり考えるべきだというふうに思います。そういうものの担保がなければこの廃

止っていうのもなかなか、賛成しかねるところもありますので、その部分しっかり対応するという

ことをお約束いただけるという認識でいいということですね。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えしますが先ほど来申し上げているとおり、

少なくてもそういった形で新たな事業としては１便増便をさせていただくと。ただ先ほど申し上げ

ましたが、全ての方のご意見を聞いて 100%のってのはできない。ベストはできないかもしれないで

すけども、ベターな形でご理解いただけるような形で新たな送迎事業をやっていきたいと思います。

やって、またあのそれで終わりじゃなくて、それで利用の状況によってはですね、そこを変更する

ですとか、アンケートをもう１回とってみるだとかっていうのは今のコミュニティバスでもやって

おりますけども、そういった形で対応させていただきたいというふうに考えております。以上です。 

〇４番（徳保喜幸君） わかりました。 

〇議長（小原 仁君） 他にございませんか。はい。６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） ６番小林です。私も一般質問させていただいてその時にも述べさせていた

だいたのは、基本的には将来的には公衆浴場がなくなるっていうのは致し方ないなっていう、そう

いう立場ですが、ただですねちょっと心配なことがあるので質問させていただきたいんですが。 

ホテルニュー幸林の工事ですか、浴場の、確か令和７年度、令和８年度と立て続けにあると思う

んですが、その工事の内容と工期について説明していただければ。 

〇議長（小原 仁君） まちづくり推進課長。 

〇まちづくり推進課長（中川一広君） ホテルニュー幸林の工事の関係なんですけれども今現在、

前回ですね、説明させていただきましたボイラーの改修等につきましては、まだ事業計画がきちん

と固まってないような状況ですので、それについてはまた各年度で示させていただきたいというふ

うに考えております。予定といたしましては令和７年度新館の浴槽の濾過器それから配管更新とい

うことが予定されております。加えて、令和８年度にですねボイラーの改修というのが予定されて

おります。この辺についてはまだきちんとした設計等も行われておりませんので、これは判明次第、

お示ししたいというふうに考えています。 
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おそらく危惧されるのはその工事に伴う風呂のですね利用ができないというような期間、こういっ

たことだと思いますので、ただ、こういったものに対しましては、その当時にですね、どういった

期間利用中止になるのかですね、見極めた上で適切に対応してまいりたいというふうに考えていま

す。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） 課長のおっしゃることはわかるんですけれど、大体の工期っていうのは今

の時点で想像できると思うんですよね。その辺のことを、やっぱり町民の皆さん気にしてる方いら

っしゃるんで、大体でいいからちょっと今、参考にする程度でいいですから教えていただければ。 

〇議長（小原 仁君） まちづくり推進課長。 

〇まちづくり推進課長（中川一広君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

浴槽の濾過器それからボイラーの改修ということで工期的にはですね、数ヶ月かかるものと思い

ます。これはですね今の配管更新もそうなんですけれども、閑散期、今冬場ですね、こういったと

ころを狙って利用者にできるだけ不便をかけないように工事を行っています。ボイラー、それから

濾過器についても同様の形になろうかと思いますが、そこはできるだけ休業日を少なくするような

ことで配慮しながら工事の方を計画してまいりたいというふうに考えています。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） やっぱり不安に思ったとおり、数ヶ月浴場を利用できないっていうことを

やっぱり町民にとって利用者にとって非常な問題があると思います。このことに関しては、今公衆

浴場を利用し、はまなすを利用している方々にはきちっと説明はされてますか。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えいたします。あのホテルニュー幸林の改修

の今言ったご質問あったものについては説明はしておりません。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） 当然令和７年だと２年後、令和８年度と３年後の問題ですから、当然町民

にとっては非常に身近な問題なんで、説明してないっていうのはなぜなのかってのはちょっとわか

らないんでその辺のことをちょっと教えていただけますか。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えします。前回 12 月の一般質問の中でもお

答えしましたけども、こういった幸林荘が休業するような場合については、前にクリーンパークホ

テルも１ヶ月休業になった時、１月から３月の休業だったみたくですね、グリーンパークの送迎を

確保するですとか、そういった形で対応させていただくということで前回ご答弁させていただいて

おります。ただいま申し上げ、質問があった、どうして説明していないのかというところでござい

ますが、それを含めてあのグリーンパークの休業の時にも申し上げましたような対応をするという

ことで私どもとしては考えておりましたので説明はしておりません。以上です。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） 一応やはりね、今のお話ですと、非常に利用者に対して誠意が感じられな

いっていうか、その場でそういう時期になったら説明すればいいっていう、そういう、何て言うの

かな、優しさがないっていうようなそんな感じがするんですが、その点についてはどう思われます。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 
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〇町民課長（阿部勝義君） どう思われますかというか、私といたしましては 12 月にお答えした

とおりアンケート調査、少なくとも 22 世帯のところにはお伺いしてですね、そういったことを話し

ましたけども、あの幸林荘の改修のところまではですね説明はいたしておりません。 

はい、以上です。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） こういうことはねやっぱり後から出すんじゃなくて、今からわかってるわ

けですから、最初にそれも含めて説明する必要があるような気がするんですが、そういうふうには

課長は思われなかったというふうに考えてよろしいんですか。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） はい。 

〇６番（小林正浩君） 理解します。議長よろしいですか。 

〇議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） やはりね、町民の生活っていうことをやっぱりあの憩いの場として幸林荘

は捉えているということをお聞きして、安心はしていたんですが、やはりその辺のことっていうの

はもう少し考える必要があるんじゃないかと。 

 ４月１日からこのままでいくと浴場がなくなるわけですから、今まで二つあった浴場の一つがな

くなるということは町民にとって非常に不利益になることだと私は思います。あの、その辺のこと

も含めてね、考えていられるのかなと思ってたんですが、数ヶ月に及んで工事があるというその場

合は、枝幸町からというか、こちらの市街地からグリーンパークまで送るっていうことですね。そ

ういうふうな考えでよろしいですか。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えいたします。12 月にお答えいたしましたけ

どもその期間と、あの改修内容と休業の時期に時間によってはそういったことも対応していかなけ

れば利用者の皆さんにご不便かけますので、そういった対応をさせていただきたいというふうに考

えておりますし、これはもう前々からお話しているとおりでございます。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） ということはニュー幸林に送るような体制と同じような体制を、この工事

の時には、歌登のグリーンパークの方にも接続をさせるというそういう考えでよろしいですか。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） １月３月までグリーンパークが休業したような形でですね、しっかり

とそこは対応してまいります。 

〇６番（小林正浩君） とりあえずわかりました。はい。 

〇議長（小原 仁君） はい。他にございませんか。はい。１番岩谷議員。 

〇１番（岩谷隆行君） 公衆浴場は去年からずっとアンケート取ってると思うんですけども、当初

50 人ぐらい利用者が 1日いたということですね。現在は実際何人ぐらいの利用者なんですか。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） 資料でもお渡ししておりますとおりですね、令和３年では１日平均 19.1

人でございます。これはグリーンパークが休業なった１月から２月何日だっけ、３月ちょっと手前
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までの２ヶ月半ぐらいの休業の時にはまなすの利用者増えてますけども、その平均値も入っており

ます。以上です。 

〇議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

〇１番（岩谷隆行君） 内風呂がない方っていう数字は出てるんですか。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えいたします。最初の廃止をオープンした時

のアンケート調査ではですね、内風呂のない方については５世帯６人でございました。 

失礼しました訂正いたします。最初の回答者のアンケートの時はですね、16 人の回答のうち４人で

25%の方が自宅にお風呂を有してないという結果になりまして、その後、去年の 10 月から上旬から

11 月上旬の利用状況調査においては、回答者 22 世帯 28 人のうち、内風呂のない世帯が５世帯６人

という結果でございます。以上です。 

〇議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

〇１番（岩谷隆行君） 先程コミュニティバスを内風呂のない人のために時間帯を増やすといいま

したけども、５世帯の方を、例えば申請出してコミュニティバスを増便するのが人手が足りなくて

大変だというんであれば特別に何月何日までにね、申請を出してくれれば、例えばタクシーを利用

するとかね、タクシーを利用したら幸林荘まで行く、ニュー幸林まで行くタクシー代をちょっと安

くするとかね、それが予算的には楽なんじゃないすかね。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えいたします。先ほど申し上げた 10月上旬

から 11 月上旬の利用者要望者のうち回答が 22世帯 28 人と、そのうち先ほど５世帯６人と申し上げ

ましたが、このうちですね、お車で通ってる方が４世帯の方で、お車のない方が１世帯なんですけ

ども、そういった方たちに聞きますと、夏はですね、仲間内でお車乗り合わせで行っているんだと、

やっぱり冬が大変なんだよっていう意見が聞いております。 

 今のご意見ですけども、ただ単に内風呂の先ほど申し上げました内風呂のない方だけのためにで

すね利便性向上するんではなくて、今まではまなすを利用いただいた皆さんが、引き続き代替施設

としてホテルニュー幸林を利用していただくためにですね、コミュニティバスの時間帯を長くした

りですとか、内風呂のない方も含めてですね、デマンド交通 10 人乗りの今ワゴン車を考えておりま

すけども、そういった形でコミュニティのあるなしに関わらず、内風呂のあるなしに関わらず利用

できるような利便性をまず新年度から確保していきたいというところでございますので、一案とし

てはそのタクシーのっていうのもあるかもしれないないんですけども、そこはですね、やはり今ま

で使ってた内風呂あるないに関わらず、しっかりとした交通体系をしていくというのが良いだろう

ということでですねそういった今まで説明した内容の交通体系の拡充ということに考えております。

以上です。 

〇議長（小原 仁君） はい。１番岩谷議員 

〇１番（岩谷隆行君） バスのコミュニティバス使ったら風呂に滞在するが２時間ですよね。２時

間も利用しないと思うんですけどね。それは中の施設をもっと利用してもらってお金を落としても

らいたいという意味ですかね。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 
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〇町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えいたします。昨年 22 世帯を回った時に、

滞在時間が１時間２分しかないよと。そうするとですね、バスが玄関に着いて脱衣所で、服を脱い

でお風呂に入ってまた着るとなると、若い方ですと多分お風呂に入る方ならできるんですけどもや

っぱり高齢になってくると、これ意見の聞き取りした中でですね、やっぱり少し時間かかるんだと

脱衣する所でも、そうすると少なくとも１時間半くらいは時間が欲しいんだよと、特に冬になると

足元も悪くなるので、少しそこは延ばしてくれないかという意見が多々ありましたので、そこは１

時間よりもやっぱりちょっと長く、長くすればレストランを使ってくれるのかというような話もあ

るんですけども、そうではなくてやっぱり余裕を持って入っていただけるような時間帯にという思

いでですね、今回まちづくりの方と内部協議をいたしまして、最大２時間は取れるだろうという設

定でございます。以上です。 

〇議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

〇１番（岩谷隆行君） 町民の皆さんにね、はまなすがなくなって、はまなすがなくなる代わりに

ニュー幸林を使うようにコミュニティバスを作りましたじゃなくて、もうはっきり言った数字を出

してはまなす公衆浴場がもう予算的にはもう町では賄えなくなったと。それで代替策としてニュー

幸林を利用できるようにコミュニティバスを増やすっていう、はっきりと言ったそのことをあの利

用者のためのことを考えないでじゃなくて、実際予算がはまなすにはもう使えなくなったと、本当

のことをはっきりしたことを町民の皆さんに言った方がいいんじゃないですかね。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えします。８月の下旬に所管常任委員会にか

けたときもですね、そういった内容でご説明を差し上げまして、その後の町民との私が回ったとこ

ろではそういったことの説明も含めてしております。そういった中で、いや仕方ないんだよねとい

う方もいれば、できれば残してほしいんだという方の意見もありますし、そういったのを聞き取り

させていただいて、結果ですね今、岩谷議員おっしゃられているような内容も会話の中でしており

ますので、そこら辺はご理解いただきたいと、正直に言ってない訳ではなくてですね、資料として

は維持管理経費についてはここを数年 1,200 万かかって収入などは 200 万で年間ベースで言えば

1,000 万一般会計からの持ち出しが出てます。 

 今後維持していくためにはですね、施設の改修あるいはボイラーそれを含めて 3,750 万。これは

あの解体費は入ってませんけども、そういったものを除いてもそれだけかかっていくんですよとい

うような形で、先程来提案説明させていただいたとおり、将来的な総合的な判断の結果ですね代替

施設ホテルニュー幸林があるので、ぜひそちらを利用していただくような形で、ご協力をお願いす

るという提案でございます。以上です。 

〇議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

〇１番（岩谷隆行君） すいません、私言ってるのは利用者に説明したってことじゃなくて、町民

全体にちゃんと説明した方がいいんじゃないかということを言ってるんです。こういう議会は町民

の人が見て、先程徳保議員も言ったようにテレビ放送にもなってませんので、町民全体にこれこれ

こういう訳ではまなす公衆浴場をなくしますってことをはっきり言った方がいいと思います。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 
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〇町民課長（阿部勝義君） ですので議会の所管常任委員会で説明をさせていただいてですね、こ

れまで一般質問なりをお受けさせていただいた中でですね、ご答弁させていただいたというふうに

思っております。以上です。 

〇議長（小原 仁君） はい。１番岩谷議員 

〇１番（岩谷隆行君） 先ほど解体の件で、あの施設は今後どうなる、民間に譲渡するとか解体す

るとかそういう、どういう状況になってますか。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えいたします。これは当初予算の事業の話に

なってきて、そこはまた別な議論の場があると思いますけども、担当課としては当初予算編成の中

では５年度に解体する予算の計上を予定しております。以上です。 

〇議長（小原 仁君） １番岩谷議員 

〇１番（岩谷隆行君） 今年解体すると思うんすけど、予算が出るんですけども、今後ね、来年度

からははまなす浴場のそういう維持費がなくなる訳なんで、その辺もニュー幸林の方をもっと良く

する予算をどんどん考えていただきたいと思います。 

〇議長（小原 仁君） 答弁いりますか。よろしいですか。 

〇１番（岩谷隆行君） はい。 

〇議長（小原 仁君） それでは岩谷議員の質問を終わります。他にございませんか。 

はい、２番渡辺議員。 

〇２番（渡辺明徳君） 今までの話の流れで、やはり町、行政としては非常に焦ってるなと、本当

に調べて調査して結論を出したことではなく、今テレビなどにも家で風呂に入るよりは銭湯に行き

ましょうと、なぜ、CO2 削減のためにはやはり銭湯を利用した方が今後やはり CO2 削減に繋がって

いくんだという話がテレビに出ております。 

 また、今この状態として先程から質疑されておりますが、20%30%と言いますが、これあのはまな

す湯だけであって、幸林荘はやってない訳ですし、また 12月も私質問させていただきましたが、１

週間で１日最高 50 人とかですね、利用者がおられる。もし何かあったときのその令和７年度のこの

ことを考えても、その 50 人を歌登まで搬送をするのかとか、いろんなことにおいてまだまだやはり

調べるまた調査するべきことはたくさんあるんじゃないかと思われるんです。 

 そういうことも含めて、やはり本当にリスクっていうものをですね、行政は考えてないんじゃな

いかと。もう一度立ち止まって、本当に計画立って実行してもらいたいというお願いなんですけど

も、どうでしょうか。今私言うのはお願いというよりは、本当に調査して、その事業を本当に利用

者を搬送できるのかとかですね、いろんな計画っていうのを立てるべきじゃないかと思うんですが 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えします。言われていることは先程と同じよ

うな形で、幸林荘が長期休業とかになったときの搬送をちゃんとしっかり担保できるのかという点

だと思いますけども、それは先程来申し上げましているとおりですね、その期間等、修繕の中身と

休業する期間に応じてですね、しっかりとした対応をさせていただくということになります。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） はい、２番渡辺議員。 
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〇２番（渡辺明徳君） 現実を考えて令和７年とか、今後の予定が立ってるんであれば、早急に再

検討ということは必要じゃないでしょうか。 

〇議長（小原 仁君） まちづくり推進課長 

〇まちづくり推進課長（中川一広君） グリーンパークへの搬送それから幸林のですね工事につき

ましては、今後ですね、あくまでも今の事業予定年度ということで、今後のですね、施設改修の緊

急度、そういったものを加味しながら毎年度毎年度事業計画を立てていきます。 

ですから令和７年度に濾過器をやって、令和８年度にボイラーをやってというような計画は今現在

持ち合わせておりますけれども、ここの年度っていうのもまた変わってくるというようなことも想

定されます。この辺についてはご理解をいただければと思います。 

 加えてグリーンパークホテルの方もですね、だいぶ老朽化が進んできているというような状況の

中でですね、そういったところの改修も優先的に行っていかなければならない部分っていうのもご

ざいます。この辺をですね、うまくどちらの施設が休業になっても、片方の施設でカバーできるよ

うな体制をとってまいりたいと思います。 

 それから、コミュニティバス、それから輸送手段の確保ですね、こういった件につきましても、

今後その事業年度におきまして、きちんとした形で計画を立案していきたいというふうに考えてい

ます。先程来説明しているコミュニティバスの時間変更につきましては今後、２月の 16 日ですね、

地域公共交通会議の方に諮りまして、その上で本日のこの条例の廃止決定がなされた段階では、コ

ミュニティバスの改正に向けて、３月のですね、定例会終了後にまちづくり等調査特別委員会をお

願いしておりますので、そちらの方で詳しい運行内容の説明をさせていただきたいというふうに考

えています。 

〇議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、他にございませんか。他にございませんね。それ

では質疑はなしと認めてこれで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございますか。ありませんか。 

はい、6番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） ６番小林です。私は今までニュー幸林が工事をしている時には、はまなす

湯はその補完をしていたと認識しております。ですから将来的になくなるという案に関しては賛成

いたしますが、令和５年４月１日をもって、はまなす湯を終了させるということについてはちょっ

と考え直す方がいいんじゃないかなと、ニュー幸林の施設整備が終わってからでしたら全然問題な

いと思うんですが、それが終了する前にはまなす湯を廃止するっていうのは反対です。 

〇議長（小原 仁君） 本案に対することに反対ということでよろしいですね。 

はい。他にございませんか。討論。 

〇４番（徳保喜幸君） 反対討論でもいいですか。 

〇議長（小原 仁君） 結構です。はい、４番徳保議員。 

〇４番（徳保喜幸君） はい。私も反対の立場で討論をさせていただきたいと思います。先程も申

し上げましたけども、我が町は漁業を中心とした街です。漁業が今非常に活気を帯びてる中ですね、

これからますます漁船員、それから加工場の方々を含めて外国人も含めた中で、雇用者を呼び込ま

なければならないという状況にもなってます。そんな中にあってやっぱり街の中に公衆浴場の需要

というのがこれから増えてくるものというふうに認識をしております。 
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また、高齢化が進む中ですね、健康長寿のためにも、その高齢者の方が気軽に利用できる施設とし

てもはまなす湯というのは非常に有効であるというふうに思いますので、今のなおかつ最近近年で

すね、街の中食堂が閉鎖し、なくなったり飲食店が少なくなったりですね、非常に賑わいや色合い

が少なくなっている中、今この街の中に公衆浴場をなくするっていうことは、ぬくもりや温かみも

なくなるような街になってしまうんじゃないかなというような思いがあります。行政が街の衰退を

助長するような政策があってはいけないというふうに思いますので、ぜひ本当に遠い将来ですね、

利用者がいなくなって廃止してしまうっていうんであればこれは納得しますけども、今まだそうい

う需要があるというふうに認識をしておりますので、今のこのはまなす湯の廃止案件につきまして

は、反対をしたいというふうに思いますのでどうぞ議員皆様もですね、賢明なご判断をお願いした

いということを申し上げまして討論にします。 

〇議長（小原 仁君） はい。それでは賛成討論ございますか。 

はい、田口議員どうぞ。 

○９番（田口修三君） この問題はですね、過去歌登とか、そういうこともありましたし、全国的

に人口の減少とか、そういうふうなことで、まずこれからもずっと永遠に続く問題だと思います。

それでですね、それで今はともかくとしてっていう訳じゃなくて、今後問題はこの問題は必ず出て

くることであってですね、私はやむを得ないけども、今回の問題については賛成したいと思います。 

〇議長（小原 仁君） それでは８番遠山議員。 

〇８番（遠山 修君） 賛成の立場で討論させていただきます。私の住んでいる地区はですね、先

駆的に銭湯を廃止した地区でございます。グリーンパークホテルがあってですね、実際に今もバス

を使って入浴をしている方々と最近ホテルで顔を合わすことあるんですけども、確かに二つの町が

合併して同じ施設があるということで歌登については入浴する数も少ないということで廃止になり

ました。その当時はこんな議会で問題にもならなく、すんなり廃止されたかなっていう感はするん

ですけども。 

なくしていいもの悪いものってのはあるのかもしれません。そんな中で行政の方で責任をもって

そのなくなった後のフォローしてくださるという言葉を私は信じたいなと思っております。そうい

った意味で賛成という立場で討論させていただきました。 

〇議長（小原 仁君） それでは賛成、反対、両方の意見が出たようでございます。それでは他に

ございませんね。討論よろしいですね。 

それではこれから議案第１号についてを採決いたします。この採決は挙手により行いたいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」という人あり） 

〇議長（小原 仁君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、採決は挙手で行います。それではまず賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者７人挙手） 

〇議長（小原 仁君） はい。よろしいです。挙手多数と認めます。 

それでは、議案第１号 本案については原案のとおり決定することにいたしました。 

従って議案第１号枝幸町公衆浴場条例を廃止する条例については、原案のとおり可決されました。 
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───────────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議案第２号 

〇議長（小原 仁君） 日程第５ 議案第２号令和４年度枝幸町一般会計補正予算についてを議題

といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

〇財政課長（深井 信君） 議案書２ページでございます。 

議案第２号令和４年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和４年度枝幸町一般会計補正予算第５号は別紙に定めるところによる。 

 令和５年１月 23 日提出 枝幸町長。 

別冊令和４年度一般会計補正予算書第５号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第 1条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 3億 1,545 万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 126 億 9,259 万 6,000 円とする。 

 第 2項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、第 1表、歳入歳出予算補正による。 

 今回の補正予算につきましては４点ございまして、１点目は、ふるさと納税による寄附金が年末

で 5億 7,000 万円を超え、現行予算より大きく伸びたことにより、それに伴う 1月の返礼品の支払

い及び業務委託業者への支払いが間に合わないため、予算措置をお願いするものでございます。 

 ２点目、昨年 12月 22 日からの暴風雪による災害に係る情報通信基盤施設の復旧等所要経費を計

上しております。 

 ３点目、子ども・子育て支援事業として国の施策と連動した予算を早期に組み、プッシュ型で支

給できるようにするためでございます。 

 ４点目は、本年４月から予定している役場機構改革により、町民の利便性や個人情報保護強化の

観点から課の設置等、大きく変更するための所要経費をお願いするものでございます。それでは、

事項別明細書書により補正額をもってご説明申し上げます。 

 10 ページをお開き願います。歳入でございます。 

16 款国庫支出金２項国庫補助金は、356 万 6,000 円、17 款道支出金２項道補助金は、89 万 1,000

円のそれぞれ増額で、出産・子育て応援事業費補助金でございます。 

 19 款１項寄附金は、2億 5,000 万円の増額で、ふるさと未来応援寄附金の指定寄附金でございま

す。 

 20 款１項繰入金は、6,099 万 3,000 円の増額で、財政調整基金繰入金が 4,599 万 3,000 円、ふる

さと未来応援基金繰入金が 1,000 万円、森林環境譲与税基金繰入金が 500 万円のそれぞれ増額でご

ざいます。 

 以上、下段の歳入合計は、補正前の額 123 億 7,714 万 6,000 円に対し、3億 1,545 万円を増額し、

126 億 9,259 万 6,000 円とするものでございます。歳入は以上です。 

続いて歳出でございます。14 ページをお開き願います。 



- 17 - 

 

２款総務費１項総務管理費は、2億 8,010 万円の増額。内訳は、15 ページ、ふるさと納税推進事

業 1億 3,760 万円、その下、本庁庁舎管理経費 2,010 万円、その下、基金管理費 1億 1,240 万円、

その下、オホーツク枝幸産業観光推進事業 1,000 万円のそれぞれ増額でございます。 

 16 ページをお開き願います。３款民生費２項児童福祉費は、535 万円の増額で、子ども・子育て

支援事業でございます。 

 18 ページをお開き願います。11 款災害復旧費３項公共施設災害復旧費は、3,000 万円の増額で、

公共施設災害復旧事業でございます。 

 以上、下段の歳出合計は、補正前の額 123 億 7,714 万 6,000 円に対し、3億 1,545 万円を増額し、

126 億 9,259 万 6,000 円とするものでございます。21 ページ以降の予算説明書につきましては説明

を省略させていただきます。 

以上、令和４年度枝幸町一般会計補正予算第５号の内容説明とさせていただきます。 

なお、予算付属資料として普通建設事業等補正予算一覧表を添付しておりますので、あわせてご

参照願います。 

それでは、よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ございますか。 

ありませんか。はい、６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） ６番小林です。15 ページ、本庁舎管理経費の中で工事請負費 500 万円とい

うことで、これはあの、総合窓口カウンターの改修というふうに理解するところなんですが、イメ

ージとして全然いい事業だと思うんで、これには賛成なんですけれど、具体的なイメージっていう

のはどういうふうに持たれているのか説明願えれば。 

〇議長（小原 仁君） 総務課長。 

〇総務課長（神尾尚人君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

今小林議員おっしゃったようにですね、総合窓口カウンターを設置するというのが主なところな

んですけどもイメージとしてはですね、その前にですね、今役場庁舎１階の配置がですね、今手前

正面から入って左側なんすけども、税務課、町民課、保健福祉課となっております。そこがですね、

場所をちょっと配置を変えまして一番手前に町民課、次保健福祉課、税務課というような位置へ配

置を変える予定となってます。 

それで一番手前に町民課が来るということで、そこに総合窓口を設置するんですが、そうですね、

カウンターを少し前に出してですね、玄関から入って目に付きやすいような、今平面的なんですけ

どもそれをちょっと出してですね、そういうような窓口カウンターを予定しております。以上です。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） そのカウンターの中には何人ぐらいの方が配置されるようなイメージです

か。 

〇議長（小原 仁君） 総務課長。 

〇総務課長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えします。今のところ１名ですけども、まだ

ちょっと配置とかまでは、あの、新年度の人事異動等もありますんで、そこまではちょっと予定と

しては１名ということを考えております。以上です。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 
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〇６番（小林正浩君） 多分想像するに朝一町民の方がそこに行って、どこに行ったらいいのって

いうような、そういう役割をされる場所だというふうには思うんですが、その体制として、せっか

く作ったのにそこが機能しないっていうか、煩雑な時間帯の対応とか、そういうのも考えていいた

だきたいなっていうのが思いがありまして、あの事業としては賛成なんですが、４月１日までにそ

の辺のことをシミュレーションして、ぜひ使える窓口にしていただければなというふうに思います。  

以上です。 

〇議長（小原 仁君） 他にございませんか。 

はい、４番徳保議員。 

〇４番（徳保喜幸君） 同じ項目のところを質問したらいけないのかもしれませんけども、私も今

できてないことが受付カウンターができて、そこに人を配置したらできるのかっていったら、そん

な簡単なもんじゃないと思うんですよね。今だってそれぞれの窓口の前に人が座ってる訳ですから、

やる気があれば入ってきた人を見て自ら声をかけることができるはずなんですけど、それが全くで

きていないというのが枝幸町の庁舎内の現状だというふうに思うんです。ですから、お金をかけて

窓口カウンターを作る、ということを優先するんじゃなくてやっぱり人の問題だと思うんですけど、

その町民にどう接するんだっていうその職員に対する意識変革っていうのはどのように考えてます

か。 

〇議長（小原 仁君） 総務課長。 

〇総務課長（神尾尚人君） ただいまの議員のご質問にお答えします。 

今でもですね、窓口にいらっしゃった方で、例えば町民課にいらして、保健福祉課の用事がある

場合は職員が行ったりとかっていうことも行っております。今回、窓口カウンター設置ということ

はそれをより明確にするという意味合いもありますし、そこでプリンターというかですねそういう

物も設置する予定ですので、そういう他課に渡る用事がある方をですねそこに、そこでその場で全

部終われるようなイメージ。なかなか全部が全部そうなれないのかもしれないですけども、そうい

うような意味合いで、そういうカウンターを設置する予定となっておりますので、そのようなご理

解いただければと思います。以上です。 

〇議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 今総務課長がおっしゃったようにその場で全て終わるっていう事はやっぱ

り町民にしたら一番いいことだと思うんですね。なおかつ、その説明もそこの場所、説明といいま

すか自分の希望もそこ１ヶ所で喋って終わることができてですね、そのことが職員同士で共有して

いただいて対応していただくっていうふうにならないと駄目だと思うんですね。たらい回しされて

そっち行って、また同じような話をしなきゃならないということは非常に町民にとって苦痛だとい

うふうに思いますので、そういうことをしっかりできるような、せっかくやるんでしょから、指導

をしてですね配置をしていただければなというふうに思います。終わります。 

〇議長（小原 仁君） 他にございませんか。 

はい、５番野口議員。 

５番（野口洋郎君） ２点、15 ページの一番下のオホーツク枝幸産業観光推進事業のブランド構築

事業負担金 1,000 万というのが計上されてます。これのちょっと説明をお願いしたいんですけど。 

〇議長（小原 仁君） はい。まちづくり推進課参事。 
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〇まちづくり推進課参事（脇本勝幸君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。この

今回の 1,000 万なんですけども、あの、前にもですね、補正等でお願いしておりました中身として

は枝幸ほたて、枝幸ほたてはですね、地域団体商標登録を受けた、ほたてで商標登録を受けたのは

本当に初めてのような枝幸ほたてというものであります。 

 あのブランド力向上ということでですね、牛肉でしたら松阪牛ですとか、そういうほたてといえ

ば枝幸だなっていうふうにですね、イメージしてもらってですね、ホタテの品質はですね、最高に

良いほたてなんですけれども、なかなか知名度が上がっていかないので、同じ市町村と並べたとき

にですね、なかなか今まであの売れてなかった。っていうのも事実でありまして、やはり PR、お金

をかけることによってですね、ほたてが何市町村かのほたて並べた時にですね、枝幸ほたてだって

いうふうにブランド力向上していくためにこれまでお願いしてきたものでありまして、その効果は

ですね、今年に限ってはですね、出ているっていうふうに感じておりますので、この 1,000 万を補

正したことによって、この数倍のですね、売り上げこれをですね、目指していくということで計上

したものでございますので、ご理解をお願いいたします。 

〇議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

〇５番（野口洋郎君） 今の説明、この 1,000 万をかけて PR をしていくっていう、そういうこと

なのか、何かを作るということなのかそこをちょっと説明してもらいたいんですけど。 

〇まちづくり推進課参事（脇本勝幸君） この 1,000 万でですね、とにかくですね、枝幸ほたての

PR それからホタテを一生懸命事業者さんに売っていただいてですね、売っていただければいただけ

るほど PR になりますし、いろんな一般販売、通信販売等ですね非常に効果が大きくなるっていう実

感もですね、今までのでつかめておりますので、とにかく何か新しいものを作るとかではなくまず

PR として売っていただいて、あの枝幸の代表格であるほたての売り上げ伸ばしていこうという目的

でございます。以上です。 

議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

〇５番（野口洋郎君） 了解しました。次にですね、18 ページ、19、すいません、19 ページ、災

害復旧事業で先ほど町長の説明にもありましたが、この中で修繕費消耗品費含めて 3,000 万かかっ

ている訳ですが、これをもう一度ちょっと説明をお願いし、どうしてこんだけの金額がかかるのか

というのを説明してもらいたいんですけど。 

〇議長（小原 仁君） はい、総務課参事。 

〇総務課参事（荒関 健君） ご質問にお答えいたします。今回の災害復旧といたしまして 3,000

万という、その内訳ということになろうかと思いますけども、まずその障害件数、行政報告でもご

ざいましたが、最終被害予想としては 350 件、うち断線、ケーブルの断線が 170 件、架設不良、要

するに線が外れたりっていうのが 60 件、光のレベル低下というものがございましてそれがおおむね

100 件、その他 20 件という内訳になっております。その中でまず消耗品に関しましては、光ファイ

バーですとか、架設するための部材としての資材の購入費ということで 200 万計上させていただい

ております。 

 それとなんでこんなに掛かるんだということなんですが、断線に関しましては 168 件、170 件と

いう予想しておりまして、概ね１件当たり 10 万を超しますところから、その積算をしていきますと

修繕料だけで 2,800 万というふうに考えております。以上です。 
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〇議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

〇５番（野口洋郎君） 今回の災害、重たい雪と風ということで大きな災害になったと思います。

これね毎年起こるかどうかわかんないですけど、同じようなことっていうのはやっぱ起こると思う

んですよね。それでちょっと僕問題だと思うのはこの架線が、この光ファイバーに関しては脆弱な

のではないか、弱いんではないかっていうふうに思うんですけども、弱ければ毎回毎回こうやって

断線したり、架線が外れたりということが起こると思うんですけども、その辺についてはどういう

ような認識でいるのかをちょっとお聞きしたいんですけど。 

〇議長（小原 仁君） 総務課参事。 

〇総務課参事（荒関 健君） ご質問にお答えいたします。実際に断線ということでご報告させて

いただいておりますけども、実際にはおっしゃられるとおり線が外れて、架線が外れたりですとか、

建物からのアンカーが外れたりというのが大半でございます。そういった意味で脆弱ではないかと

いうことで、この 10 年に１回ぐらいの今回の被害ではございましたけども、過去にも２度、３度、

３度目と私は記憶しておりますけども、あまり強くすぎるのもちょっと考えどころところがござい

まして、あまりがっちりついてしまうと、この家屋を破壊してしまうというところがありまして、

どこがいいかってのは今のところがちょうどいいのかなというふうには考えております。これ以上

強力につけると家の方を壊してしまうということで、今回も５件ほど家屋の方破損があった。ケー

ブルで引っ張らさってということなんですけども。あとその辺の調整とか塩梅というところになり

ますけども、どちらがあまり強力につけると、家壊してしまうしというところで考えております。

結論としましては今のところこの状態で仕方ないかなというふうに考えてます。 

〇議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

〇５番（野口洋郎君） イメージとしては、例えば電気の線がありますよね、電気の線、今回多少

の被害があったとは思うんですけども、これほどの被害は多分出てないと思うんですね。その家屋

を壊してしまうと引き込みの部分の取り付けっていうことですよね。その辺の例えば電気だって引

き込んでる訳ですよね。でも光ケーブルの引き込みのところが弱くてっていうイメージとしては、

だからそれを電気のように引き込むことができれば、こんなに壊れることもないのかなっていう気

がするんですよ、素人考えなんですけど。その辺の自分の家を見てみるとねその光の部分を引き込

みっていうのはやっぱりちょっと弱い気がするんですね。どこの家を見てもそうだと思うんだけど、

その辺の技術的な問題っていうのかその辺は解決できないのだろうかっていうのはちょっと疑問な

んですけども、そこをちょっとお答え願います。 

〇議長（小原 仁君） 総務課参事。 

〇総務課参事（荒関 健君） まず北電の線、私の知る限りほとんど切れない、過去からそういう

ふうに。これ電気事業者さんに聞きますと、やはり引き込みの線の付け方ももちろん違うんですけ

ども、着雪しにくいということは聞いております。通常の通信線、NTN 線ですとか枝幸町で保有す

る線よりは。どうして着かないのかということも聞いたんですけども、そういう材質に加えまして、

ある程度熱があるので着雪しにくいんだということも聞いております。光ファイバーに関しまして

は当然光でしかないので熱は帯びないもので着雪しやすいということで一応認識はしております。 
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あとは工法でおっしゃるように強力につけるかどうかっていうのは今後の課題ということにはなっ

てきますけども、現状としては、私個人の意見になってしまいますけども住民様の建物を破壊して

しまうよりは切れた方が、まだいいかなというふうな感じにはなっています。 

〇議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

〇５番（野口洋郎君） 技術的な問題いろいろある。今後の問題というところもあると思う。ただ、

こんだけお金がかかるっていうことはね、町としてはやっぱり損失っていうそういう考え方になっ

てしまうので、できるだけお金かからないような方策を今後より良い方法というのを検討していた

だいてですね、なるべくお金がかからないようにっていうのを考えていただきたいというふうに思

います。あれば。 

〇議長（小原 仁君） はい、総務課参事。 

〇総務課参事（荒関 健君） 一応今回、原因が大体その資材の性質ですとか、どういった原因で

ってのは大体つかめたので、今回資材の注文に関しても外れにくいもの、建物の方じゃなくて、架

設している側の資材に関しては外れにくいものをチョイスするとか、そういった工夫は今回からも

やっております。今後もいろいろ研究したりして災害に強い、いい設備にしていきたいというふう

に考えています。以上です。 

〇議長（小原 仁君） はい。他にございませんか。よろしいですか。 

（「ありません」という人あり） 

○議長(小原 仁君)はい、それでは質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論

を行います。討論ございますか。 

（「ありません」という人あり） 

○議長(小原 仁君)はい、討論なしと認めます。 

はい、討論ですか。はい。１番岩谷議員。 

〇１番（岩谷隆行君） この場でこういう話をするのが合ってるかどうかなんですけども、間違っ

てたらお許しください。 

オホーツク枝幸ブランド事業に関してなんですけども、これ私はですね、もっと 1,000 万じゃな

く 1億ぐらいかけて毛がにや農産物、ふるさと納税も含めてですね、もっと枝幸ブランドを宣伝し

て、今のね、ふるさと納税の売り上げの３倍、４倍目指すぐらいの気持ちでやってもらいたい。 

大賛成です。もっとふるさと納税のこの予算 1,000 万じゃなく 1億ぐらいかけて、もっとブラン

ドを高める枝幸のブランドを高めるってことをやってもらいたいということです。 

〇議長（小原 仁君） それは賛成討論ということでよろしいですか。 

〇１番（岩谷隆行君） 賛成討論です。大賛成です。 

〇議長（小原 仁君） 他にございませんか。反対討論ございませんね。 

はい。それではあとは討論なしと認めまして、これで討論を終わります。 

これより議案第２号について採決をいたします。お諮りいたします。本案については原案のとお

り決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２号令和４年度枝幸町一般会計補正予算については、原案のとおり可決され

ました。 
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 ──────────────────────────────────────── 

◎閉会宣言 

これで本日の日程を終了し、本臨時会に会議に付された事件は全て終了いたしました。冒頭申し上

げましたようにこれからまた更に強い寒波が来るようでございます。皆さん体調崩されませんよう

に、これから春が来るのを待っていただきたいと思いますし、コロナウイルスもそれぞれ皆さんの

感染対策をして春を迎えていただきたいなというふうに思います。 

これで令和５年第１回枝幸町議会臨時会を閉会いたします。 

大変ご苦労さまでした。 

（閉会 午前１１時１８分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


